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習
近
平
指
導
部
は
、
昨
年
一
〇
月
の
第
二
〇
回
中
国
共
産
党
大

会
で
、
改
革
開
放
と
い
う
路
線
か
ら
の
転
換
を
宣
言
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
中
国
外
交
の
目
的
は
、
改
革
開
放
へ
の
貢
献
、
す
な

わ
ち
経
済
発
展
に
貢
献
す
る
国
際
環
境
を
整
え
る
こ
と
だ
と
理
解

さ
れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
国
際
社
会
は
指
導
部
が
党
大
会
で
示
し

た
シ
グ
ナ
ル
に
懸
念
を
抱
い
た
。
三
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
人
民

代
表
大
会
（
全
人
代
）
は
、
指
導
部
の
意
図
を
再
確
認
す
る
機
会

で
あ
っ
た
。

　

日
本
は
、
既
存
の
国
際
秩
序
の
な
か
で
平
和
と
繁
栄
を
享
受
し

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
秩
序
は
流
動
し
て
い
る
。
新
し
い
秩
序

の
萌
芽
は
、
既
存
の
秩
序
が
後
退
し
て
ゆ
く
過
程
に
立
ち
現
れ
る
。

国
際
秩
序
の
変
動
を
中
国
が
牽
引
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

指
導
部
の
政
策
選
好
へ
の
理
解
は
不
可
欠
で
あ
る
。
本
稿
は
、
指

導
部
が
示
し
た
改
革
開
放
路
線
か
ら
の
転
換
と
は
何
か
、
な
ぜ
転

換
し
た
の
か
、
転
換
す
る
中
国
と
日
本
は
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

を
考
え
る
。

脱
・
改
革
開
放
路
線—

—

開
発
主
義
か
ら
の
転
換

　

改
革
開
放
と
い
う
路
線
か
ら
の
転
換
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
こ

の
路
線
を
か
た
ち
づ
く
る
二
つ
の
方
針
の
転
換
で
あ
る
。
そ
の
一

つ
が
開
発
主
義
か
ら
の
転
換
で
あ
る
。

　

歴
代
の
指
導
部
は
、
鄧
小
平
が
掲
げ
た
「
発
展
は
堅
い
道
理
で

あ
る
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
発
展
を
最
優
先
の
政
策
課
題
と
し

て
き
た
。
国
内
に
つ
い
て
は
、
一
党
支
配
を
堅
持
し
な
が
ら
多
元

化
す
る
社
会
と
の
間
の
緊
張
を
管
理
し
、
安
定
し
た
政
治
と
社
会

環
境
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。
国
外
で
は
秩
序
の
中
心
に
あ
る
米

慶
應
義
塾
大
学
教
授

加
茂
具
樹

か
も　

と
も
き　

二
〇
〇
二
年
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）。
在
香
港
総
領
事
館
専

門
調
査
員
、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、
香
港
総
領
事

館
領
事
を
歴
任
し
、
現
職
。
編
著
書
に
『
中
国
は

「
力
」
を
ど
う
使
う
の
か
』『
十
年
後
の
中
国
』『
中

国
対
外
行
動
の
源
泉
』『
現
代
中
国
政
治
と
人
民

代
表
大
会
』な
ど
。
訳
書
に『
権
力
の
劇
場
』な
ど
。

昨
秋
の
共
産
党
大
会
で
改
革
開
放
路
線
か
ら
の
転
換
を
宣
言
し
た

習
近
平
指
導
部
は
、
国
内
外
の
新
し
い
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に

経
済
発
展
と
国
家
安
全
を
セ
ッ
ト
で
打
ち
出
し
た
。

「
政
策
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
も
た
ら
す
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に

習
総
書
記
個
人
と
党
の
権
威
性
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

中
国
・
進
む
集
権
化
と
ど
う
向
き
合
う
か

―
―
三
月
の
全
人
代
・
そ
し
て
『
人
民
日
報
』
の
写
真
か
ら
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国
と
の
間
に
安
定
し
た
関
係
を
構
築
し
て
、
既
存
の
秩
序
の
良
き
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
振
る
舞
い
、
中
国
へ
の
投
資
を
促
す
こ
と
に
努
め

て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
習
指
導
部
は
、
過
去
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の

延
長
線
上
に
は
な
い
新
し
い
政
策
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
て
、
発
展
だ
け
が
最
優
先
の
課
題
と
は
見
て
い
な
い
。

　

習
指
導
部
が
向
き
合
っ
て
い
る
新
し
い
国
内
の
課
題
と
は
、
人
々

の
要
求
の
変
化
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
の
第
一
九
回
党
大
会
で
指
導

部
は
、
執
政
党
と
し
て
の
主
要
任
務
を
説
明
す
る
概
念
で
あ
る
「
社

会
の
主
要
矛
盾
」
の
中
身
を
変
え
た
。「
増
大
す
る
物
質
や
文
化
的

な
要
求
と
遅
れ
た
社
会
と
生
産
力
と
の
間
の
矛
盾
」
か
ら
、「
増
大

す
る
豊
か
な
生
活
へ
の
要
求
と
不
均
衡
で
不
十
分
な
発
展
と
の
間
の

矛
盾
」
へ
の
変
化
で
あ
る
。
人
々
の
要
求
が
発
展
の
量
か
ら
質
へ
変

化
し
た
と
理
解
し
た
指
導
部
は
、追
求
す
べ
き
社
会
の
か
た
ち
を「
共

同
富
裕
」
と
確
認
し
た
。
格
差
是
正
と
そ
の
た
め
の
富
の
再
配
分
の

成
否
は
、共
産
党
と
社
会
と
の
関
係
に
影
響
す
る
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

指
導
部
の
問
題
関
心
は
発
展
の
管
理
に
あ
る
。
二
〇
年
夏
、
あ
る

会
議
で
習
は
、
ゆ
き
す
ぎ
た
資
本
主
義
の
課
題
（
例
え
ば
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
よ
る
独
占
的
地
位
の
乱
用
な
ど
）
に
つ
い
て
、

企
業
家
精
神
を
抑
え
込
む
こ
と
な
く
克
服
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
と
述
べ
て
い
た
。
共
産
党
は
、
貧
困
を
克
服
す
る
た
め
の
経

験
と
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
が
、
経
済
発
展
を
牽
引
す
る
企
業
家

と
共
存
す
る
方
法
、
す
な
わ
ち
繁
栄
の
管
理
に
つ
い
て
の
知
識
と

経
験
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
（『
求
是
』
二
〇
二
一
年
二
〇
号
）。

二
〇
回
党
大
会
で
習
は
、
一
連
の
懸
念
を
一
歩
深
め
、
最
優
先
の
政

策
課
題
と
し
て
発
展
と
と
も
に
安
全
の
追
求
を
掲
げ
た
。

　

習
指
導
部
が
向
き
合
っ
て
い
る
新
し
い
国
外
の
課
題
と
は
、
国
際

情
勢
の
悪
化
で
あ
る
。
〇
二
年
の
第
一
六
回
党
大
会
以
来
、
指
導
部

は
「
重
要
な
戦
略
的
な
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
に
あ
る
」
と
現
状
を
認
識

し
、
差
し
迫
っ
た
大
き
な
紛
争
に
直
面
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
経
済

発
展
に
傾
注
で
き
る
と
判
断
し
て
い
た
。
だ
が
昨
秋
の
党
大
会
で
の

習
の
報
告
か
ら
は
、
こ
の
言
葉
が
消
え
た
。
同
様
の
意
味
を
持
つ

「
平
和
と
発
展
は
時
代
の
主
題
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
も
言
及
さ
れ

な
か
っ
た
。
か
わ
り
に
習
は「
百
年
来
の
未
曾
有
の
変
化
が
加
速
し
、

科
学
技
術
革
命
と
産
業
変
革
の
段
階
が
深
く
発
展
し
、
国
際
的
な
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
が
大
き
く
進
み
、
中
国
の
発
展
は
新
た
な
戦

略
的
な
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
に
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。
情
勢
悪

化
を
構
造
的
な
も
の
と
判
断
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
国
内
外
の
情
勢
認
識
の
変
化
が
、
指
導
部
の
不
安
全
感

を
醸
成
し
、「
国
家
安
全
と
社
会
安
定
の
擁
護
」
と
い
う
方
針
を
導

出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
第
二
十
回
党
大
会
で
の
習
の
報
告
は
「
国

家
安
全
は
民
族
復
興
の
根
本
で
あ
り
、
社
会
安
定
は
国
家
盛
強
の
前

提
」
と
い
う
考
え
方
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
「
安
全
」
を
支
え
る
概
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念
が
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
中
央
国
家
安
全
委
員
会
の
設
置
と
と
も

に
示
さ
れ
た
「
総
体
国
家
安
全
観
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
発
展
と
安
全
を
と
も
に
追
求
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
両
者
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
で
あ
る
。
指
導
部
が
い
ま
追
求
す
る
発

展
は
、「
総
体
国
家
安
全
観
」
の
下
で
の
発
展
で
あ
り
、
開
発
主
義

的
政
策
の
下
で
の
発
展
と
は
異
な
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
国
際
社

会
が
よ
く
知
る
、現
指
導
部
に
よ
る
発
展
と
安
全
の
両
立
の
実
践
は
、

対
香
港
政
策
で
あ
る
。
同
政
策
の
要
諦
は
、
香
港
経
済
の
重
要
性
を

強
調
し
つ
つ
、
国
家
安
全
の
追
求
だ
っ
た
。
指
導
部
は
、
香
港
を
経

由
し
た
中
国
国
内
へ
の
「
カ
ラ
ー
革
命
」
の
滲
透
へ
の
警
戒
は
強
く
、

現
状
に
対
す
る
不
安
全
感
は
強
い
。
そ
の
政
治
的
帰
結
が
、
二
〇
年

六
月
に
立
法
し
た
香
港
特
別
行
政
区
国
家
安
全
維
持
法
で
あ
っ
た
。

権
力
運
用
制
度
を
集
団
支
配
か
ら
個
人
支
配
に

　

い
ま
一
つ
の
転
換
が
、
指
導
部
内
の
権
力
運
用
の
変
化
で
あ
る
。

鄧
は
毛
沢
東
時
代
に
政
治
社
会
が
混
乱
し
た
こ
と
の
反
省
を
踏
ま

え
、
安
定
し
た
国
内
政
治
と
社
会
を
確
保
す
る
た
め
に
、
権
力
の

個
人
化
を
防
ぐ
制
度
、
す
な
わ
ち
集
団
支
配
の
制
度
整
備
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
歴
代
の
指
導
部
は
、
こ
の
鄧
の
考
え
方
を
支
持
し
、

一
九
八
二
年
の
第
一
二
回
党
大
会
以
降
、
集
団
支
配
は
定
着
し
た
。

し
か
し
習
は
、
直
面
し
て
い
る
新
し
い
国
内
外
の
政
策
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
考
え
、
旧

来
の
権
力
運
用
（
集
団
支
配
）
に
終
止
符
を
打
つ
べ
く
、
一
〇
年
の

時
間
的
ス
ケ
ー
ル
で
党
と
国
家
の
機
構
改
革
を
す
す
め
た
。
そ
の
第

一
弾
が
一
九
回
党
大
会
と
第
一
三
期
全
人
代
で
あ
り
、
第
二
弾
が
昨

秋
の
党
大
会
と
三
月
の
全
人
代
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
一
一
月
の
第
一
八
回
党
大
会
で
習
指
導
部
が
発
足
し

て
以
来
、
中
国
政
治
は
、
そ
れ
以
前
と
比
較
し
て
大
き
く
異
な
る
姿

を
示
し
て
い
る
。
指
導
部
は
「
頂
層
設
計
（
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
デ
ザ

イ
ン
）」
と
い
う
政
策
形
成
の
あ
り
方
を
指
す
戦
略
概
念
を
提
起
し
、

指
導
部
内
の
政
策
調
整
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
制
度
化
を
進
め

た
。
党
と
国
務
院
に
広
が
る
政
策
過
程
を
、
明
ら
か
に
共
産
党
に
、

そ
し
て
そ
の
中
央
総
書
記
で
あ
る
習
に
集
中
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。

　

中
国
の
政
策
過
程
を
説
明
し
て
き
た
有
力
な
分
析
枠
組
み
に
「
ば

ら
ば
ら
な
権
威
主
義
（fragm

ented authoritarianism

：
Ｆ
Ａ
）」

モ
デ
ル
が
あ
る
。
官
僚
機
構
の
構
造
的
な
特
徴
、
す
な
わ
ち
政
策
形

成
と
実
施
の
権
限
が
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
と
部
門
に
分
散
し
て

い
る
こ
と
が
、
そ
の
政
策
過
程
の
特
質
を
生
む
と
い
う
。
Ｆ
Ａ
モ
デ

ル
に
よ
れ
ば
、
決
定
し
た
政
策
を
実
施
す
る
と
き
は
、
官
僚
機
構
の

な
か
で
政
策
実
施
に
つ
い
て
広
範
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
政
策
過
程
の
実
態
は
、
連
続
的
な
交
渉

の
過
程
と
な
り
、
結
果
と
し
て
政
策
決
定
と
政
策
実
施
と
の
間
に
大



トレンド 2023

75

幅
な
乖
離
（
政
策
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
）
が
生
じ
る
、
と
い
う
。
こ
の

乖
離
は
党
と
国
務
院
、
党
内
と
国
務
院
内
で
、
中
央
地
方
に
広
が
る
。

　

こ
の
乖
離
を
防
ぐ
た
め
に
習
指
導
部
は
、
胡
指
導
部
期
と
比
較
し

て
、
よ
り
多
く
の
政
策
調
整
組
織
（
例
え
ば
中
央
国
家
安
全
委
員
会

や
中
央
台
湾
工
作
領
導
小
組
）
を
設
置
し
、
か
つ
、
習
が
そ
の
長
に

就
い
た
。
政
策
調
整
や
政
策
実
施
に
あ
た
っ
て
、
党
と
習
が
主
導
権

を
発
揮
で
き
る
制
度
づ
く
り
が
狙
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
制
度
は

設
置
し
た
だ
け
で
は
機
能
し
な
い
。
制
度
を
遵
守
す
る
動
機
が
必
要

で
あ
る
。
指
導
部
は
、
そ
れ
を
党
の
規
律
に
求
め
た
。
例
え
ば
、
共

産
党
と
国
家
幹
部
の
任
用
選
抜
の
基
準
と
し
て
、
徳
才
を
備
え
、
忠

誠
心
を
も
ち
、
清
廉
で
あ
る
こ
と
を
求
め
た
党
内
法
規
（「
領
導
幹

部
の
昇
格
お
よ
び
降
格
を
推
進
す
る
規
定
」）
の
制
定
や
、
習
個
人

の
権
力
と
権
威
を
強
化
す
る
規
定
（「
党
中
央
集
中
統
一
領
導
の
強

化
と
擁
護
に
関
す
る
若
干
の
規
定
」）
を
セ
ッ
ト
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
指
導
部
の
意
思
は
、『
人
民
日
報
』
の
紙
面
構
成
に
も

現
れ
て
い
る
。
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
の
人
事
を
報
じ
た
紙
面

は
わ
か
り
や
す
い
（
図
１
）。
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
指
導
者
の
写
真

の
大
小
や
掲
載
場
所
は
、そ
の
人
物
の
権
力
と
権
威
の
大
小
を
表
す
。

同
様
の
意
思
は
、
第
一
四
期
全
人
代
で
の
国
家
主
席
、
国
家
副
主
席
、

全
人
代
委
員
長
、
国
家
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
、
国
務
院
総
理
の
選

出
に
関
す
る
報
道
で
も
観
察
で
き
る
（
図
２
）。

　

国
務
院
総
理
に
つ
い
て
の
報
道
は
、
よ
り
露
骨
で
あ
る
（
図
３
）。

第
一
一
期
全
人
代
で
の
国
務
院
総
理
の
選
出
に
あ
た
っ
て
、『
人
民

日
報
』
は
温
家
宝
総
理
の
単
独
の
写
真
を
掲
載
し
た
。
第
一
二
期
全

人
代
で
は
、
李
克
強
総
理
の
単
独
の
写
真
と
、
習
と
李
と
の
握
手
の

写
真
、
新
旧
国
務
院
総
理
が
握
手
す
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か

し
第
一
三
期
と
第
一
四
期
全
人
代
で
は
、
国
務
院
総
理
と
国
家
主
席

の
習
が
握
手
す
る
写
真
だ
け
が
掲
載
さ
れ
た
。習
指
導
部
発
足
以
降
、

国
務
院
総
理
の
写
真
の
扱
い
は
低
調
に
な
っ
た
。
写
真
に
添
え
ら
れ

た
題
字
の
表
記
の
変
化
も
興
味
深
い
。第
一
一
期
と
第
一
二
期
は「
全

人
代
が
決
定
、
国
務
院
総
理
に
○
○
」
と
表
記
さ
れ
た
。
し
か
し
第

一
三
期
以
降
は
「
習
近
平
国
家
主
席
の
提
案
に
も
と
づ
い
て
、
国
務

院
総
理
に
○
○
を
決
定
」
と
変
化
し
た
。
憲
法
は
、
国
家
主
席
が
国

務
院
総
理
の
人
選
を
提
案
し
、全
人
代
が
こ
れ
を
決
定
す
る
と
あ
る
。

か
つ
て
は
、
提
案
権
の
所
在
を
伏
せ
て
選
出
を
報
じ
て
い
た
が
、
現

在
は
提
案
権
者
（
習
）
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
国
務
院
の
政
治
的

権
威
と
権
力
の
相
対
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

集
権
化
す
る
中
国
と
ど
う
向
き
合
う
の
か

　

中
国
政
治
は
、
今
後
、
二
つ
の
権
威
と
権
力
の
集
中
が
深
化
す
る
。

党
内
に
お
い
て
は
集
団
か
ら
習
個
人
へ
、
党
外
に
お
い
て
は
国
務
院

か
ら
党
へ
、
の
集
中
で
あ
る
。
集
権
す
る
の
は
、
指
導
部
が
国
内
外
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の
新
し
い
政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
課

題
克
服
の
た
め
に
は
「
政
策
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
克
服

で
き
る
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
を

共
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
中
国
に
対
し
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う

の
か
。
中
国
は
、
発
展
の
た
め
に
既
存
の
国
際
秩
序
に
適

応
す
る
の
で
は
な
く
、
発
展
に
必
要
な
安
全
な
環
境
を
構

築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
問
題
は
、
目
標
実
現
の
た
め
の

外
交
戦
略
は
力
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、
中
国
の
行
動
の
戦
略
性
に
注
目
が
集
ま
り
が

ち
で
あ
る
が
、
一
方
で
「
政
策
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
存

在
に
は
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
中
国
の
政

治
指
導
者
の
戦
略
に
は
誤
認
、
誤
算
が
あ
る
こ
と
に
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
。
中
国
と
向
き
合
う
日
本
の
防
衛
戦

略
は
、
中
国
が
行
動
す
る
と
き
の
コ
ス
ト
を
高
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
抑
止
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
、

今
後
、
長
期
的
に
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
中
国
の
公
開
情
報
で
あ
る
大
量
の
指
導
者

の
演
説
や
政
策
文
書
を
読
み
解
く
分
析
能
力
を
育
成
し
、

中
国
の
政
治
と
政
策
過
程
に
つ
い
て
包
括
的
に
理
解
す
る

こ
と
が
、
い
ま
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
●

図2　各期全人代後に『人民日報』が報じた国家主席、国家副主席、全人代委員長の選出

図3　各期全人代後に『人民日報』が報じた国務院総理の選出

第 14期全人代　2023 年 3月 11日付 第 13期全人代　2022 年 3月 18日付 第 12期全人代　2021 年 3月 15日付 第 11期全人代　2020 年 3月 16日付

第 14期全人代　2023 年 3月 12日付 第 13期全人代　2022 年 3月 19日付 第 12期全人代　2021 年 3月 16日付 第 11期全人代　2020 年 3月 17日付
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図１　第12回党大会（1982 年）から第18回党大会（2012 年）までの『人
民日報』紙面は、当時の指導部が集団支配を維持しようとする意思があった
ことを示唆している。しかし第１９回党大会以降の紙面は、習指導部が第９回
党大会から第11回党大会までのように個人支配を志向しているように見える。
図 2　第11期（2008 年）、第12 期（2013 年）、第13 期（2018 年）、第
14 期（2023 年）全人代第１回会議会期中に国家主席などが選出された際
の報道。2018 年以降、国家主席の権威と権力が強化している。
図 3　第11期、第12 期、第13 期、第14 期全人代第１回会議会期中に国
務院総理が選出された際の報道。2018 年以降、国務院総理の権威と権力
が後退している。

図 1　各期党大会後に『人民日報』が報じた指導部




